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1⃣ 古志原団地って？

【発足】昭和62年(1987)７６世帯で誕生

自治会８２世帯(令和６年）

※令和３年（2021） 84世帯・238人

【現状】

◯高齢化、担い手不足、役員選出難航

→ 実施が困難な事業も

◯子世代（第２世代）への交代！

◯転居(施設入所)、売却で

新規入居者が顕在化！



2️⃣ 生活お助け隊の誕生！

住民、高齢者の声・困りごと
「庭の草取り」「庭木の剪定ができない」
「庭の木の枝が伸び、隣家の壁や電線に触れる」
「法面の伸びた雑草（通行の障害）」「屋外水道栓から水漏れ」
「引き出しが開かなくなった」「電球の交換ができなくなった」

→基本方針
「仕事や経験から得た知識、

技術を生かせるお助け人材を集める」
「お隣同志でちょっとした日常のお手伝いをする」

業者さんを呼ぶと費用もかかるので、
手軽に頼める団地内の組織が作れないか!?



3️⃣ 事業あらまし

お助け要請＝６カ月で６件！（発足以来）

作業時間＝ほぼ即日完了！

仕事報告書作成（自治会にも報告）

自主企画

１)「スマートフォン教室」

２)「不要品青空市＆子ども広場」

３)子供向け「樹木観察会」と「手作り教室」

４)小冊子「団地の公園の樹木たち」



お助け隊日常活動



スマートフォン教室





公園樹木の小冊子制作、無料配布

⼦ ど も の た め の ミ ニ ガ イ ド 2024

古志原団地⾃治会 公園愛護団

2024年10⽉1⽇

⼋雲台中央都市緑地公園



樹木観察会と手作り教室開催

制作した小冊子を教科書として、公園で観察会を開催。併せてど
んぐりや松ぼっくりを使った手作り教室も行った。



4️⃣ 成果がありました！

◎依頼を通じて、

助け合いの機運醸成と

助ける方の生きがい創出にもつながる。

◎自主事業によって、

住民の交流活発化と

意思疎通や情報交換の醸成につながった。

◎子どもたちの自治会を越えた交流があった。



5️⃣ これからの課題

⭕隊員の新陳代謝が欠かせない→掘り起こし
不便を即決して解消する！
“半職人集団” として活動
隊員は５０～７０代の１２人→若返りを図る

⭕️中期的に活動資金の確保が課題。
備品購入費用→どう稼ぐか。「自立」へ!?
活動有償化、「講師」派遣で稼ぐ、企業の協力を仰ぐ？

⭕️仕事の範囲拡大、活動地域の活動を目指す。
他地域との連携へ実情調査、研究が必要。

→古志原他地区との連携



6️⃣ 「お助け隊」の本質は何でしょうか？

◎ 相互の利点
「助ける方は、地域に役立っているとの生きがいを得る」
「助けられる方は、自分ではできないことを

助けてもらった、ありがたかった」と感じる。

◎ 活動を通じて、隣近所の交流が再生され、
地域に一体感が醸成される。
防犯、防災に寄与できると想定される。

◎「まちづくりに寄与」できるか。
「まちづくり」とは？ 目指すところは？
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